
まえがき＝石油・天然ガスなどのエネルギ資源を求めて，
北海・メキシコ湾をはじめとし，渤海やサハリン沿岸な
どで海洋開発が進められており，海洋におけるエネルギ
資源開発は今後ますます重要性が高まっ
れら仇溶 どのエネルギ資源開発れ進め

（Spar）

。この
限界を克服したのがCTであり，下部構造の変形が大き
くなるように設計されている。構造変形によって固有周

85神戸製鋼技報/Vol. 53 No. 2（Sep. 2003）

海洋構造物用溶接材料



期が長くなり，水深がジャケットの 2～ 3倍へと高めら
れた。建造実績は少ないが，水深 300 ～ 700m程度での
コスト競争力で有利とされている2）。
　近年では，より水深の深い海域での石油・天然ガス開
発が進められ，浮体式構造物の実用化が目立つようにな
っている。SSR は浮体式としては比較的古くから試掘・
生産用として使用されてきたが，これと類似した構造の
TLPは上部浮体をテンドンによって緊張係留した構造と







に天然ガスからジメチルエーテル（DME）やエタノール
を製造するGTL（Gas To Liqid）技術が検討されている。
一方，深海域の天然ガス田に多く存在しているメタンハ
イドレートの採取や運送・貯蔵，また天然ガスからメタ
ンハイドレートを製造する技術の開発・実用化に関する
研究が活発化している 9）


